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研究室内の断捨離

広島大学　大学院統合生命科学研究科

羽　倉　義　雄

私の所属部局（学部・大学院）では，一昨年度から 3

年計画で建物改修工事が行われています．初年度は 2

棟ある建物のうち 5 階建ての建物 1 棟，2 年目は 8 階建
ての建物の 5-8 階部分，最終年度の今年は残りの 1-4

階部分を改修しています．そして今年度は，私が所属
する食品工学研究室の実験室・居室部分が改修の対象
となりました．改修工事中の研究スペースは，部局内
で遣り繰りするため，大量の実験機器の移動・一時保管・
処分が必要となりました．各年度の改修工事では，対
象となるフロアを南側と北側の 2 工区に分け，前半

（8-11 月）で南側，後半（12-3 月）で北側を順次改修
する工法をとっています．したがって，改修フロアの
学生や教員は，最低限必要な機器を確保し，前半の改
修では同一階の工事を行っていない北側の部屋に，後
半では南側に移動することになります．

いよいよ引っ越しのための物品の整理となると大仕
事でした．改修前の建物は，広島大学の統合移転に伴
い 1988 年（昭和 63 年）に竣工した築 35 年の物件です．
研究室内には，現役のものから骨董品（化石？）に近
いものまであり，多種多様な備品・消耗品類が実験台・
棚・ありとあらゆる隙間に詰め込まれています．その
中には，旧校地の福山市から新築時の移転で持ち込ん
だまま未開封状態の段ボール箱までありました．私は
1991 年（平成 3 年）4 月に広島大学に助手として赴任
しましたが，私の居室もこの 32 年間に堆積した書類，
実験装置作成用の部品・部材，現在使っていない備品
類などに埋め尽くされていました．最近よく耳にする

「断捨離」の断行が必要不可欠の現実のものとなってき
たことを実感しました．

まず始めに，不要と判断した書類（紙類の大半）を
処分し，使うかもしれないと思いつつ残してあった部

品や部材類も 8 割程度廃棄し，研究室の図書・雑誌の
多くを図書館に返却しました．また個人の蔵書（段ボー
ル箱 20 箱程度）は自宅に持ち帰りました．三十数年の
間に溜まった古い計測器などの実験装置とそのアクセ
サリー，大量の薬品類（ラベルが読めないものも多数），
アスベストを使用している乾燥機，水銀を大量に含む
真空計やベックマン温度計などもこの際，思い切って
処分しました．幸いなことに，不要物品や薬品の処分
費用は改修工事の経費として計上されているため，処
分費用の負担はありませんでした．

現在，前半の改修が終わり，私たちの研究室は計画
された区画に落ち着きつつあります．私自身の定年ま
での年数も片手で数えられることから，今後は極力物
を増やさず，徐々に減らす方向で進めてゆくことが肝
心であると強く決心したところです．ここ数年，所属
部局からは「研究室を空にして退職せよ」との指示があ
ります．その際の処分費用は自助努力ということなので，
定年までに年々身軽になっていく必要があります．

古い書類を整理していると（長い間使っていないも
のは見ないで捨てるが基本ですが），食品化学工学特別
研究会の当時の名簿や黄色い紙に印刷された B5 判の

「食品化学工学ニュースレター」が創刊号から第 10 号
まで揃って出てきました．パラパラ読んでいると，懐
かしい先生方のお名前がたくさん出てきます．当時の
特別研究会から現在の食品工学会に繋がる発展の歴史
が詰まっているお宝のようにも思えます．ついつい読
んでしまうことが片付かない最大の原因ですが，これ
らのニュースレターはもう少し保存しておくことにし
ました．これらの資料は，食品工学会の Web 上のアー
カイブなどに利用することも一案かと思います．
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